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この資料は、新学習指導要領（平成２９年３月告示）から、「新聞」「報道」「論説」「ニ

ュース」などの記述を抜き出したものです。「新聞」以外の語句については、新聞との

関連性を勘案して抽出しています。 

 

第１章 総則 

 

第３ 教育課程の実施と学習評価 

１ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善 

  各教科等の指導に当たっては，次の事項に配慮するものとする。  

⑶ 第２の２の⑴に示す情報活用能力の育成を図るため，各学校において，コンピュー

タや情報通信ネットワークなどの情報手段を活用するために必要な環境を整え，これ

らを適切に活用した学習活動の充実を図ること。また，各種の統計資料や新聞，視聴

覚教材や教育機器などの教材・教具の適切な活用を図ること。 

 

第４ 生徒の発達の支援 

１ 生徒の発達を支える指導の充実 

  教育課程の編成及び実施に当たっては，次の事項に配慮するものとする。 

⑷ 生徒が，基礎的・基本的な知識及び技能の習得も含め，学習内容を確実に身に付け

ることができるよう，生徒や学校の実態に応じ，個別学習やグループ別学習，繰り返

し学習，学習内容の習熟の程度に応じた学習，生徒の興味・関心等に応じた課題学

習，補充的な学習や発展的な学習などの学習活動を取り入れることや，教師間の協力

による指導体制を確保することなど，指導方法や指導体制の工夫改善により，個に応

じた指導の充実を図ること。その際，第３の１の⑶に示す情報手段や教材・教具の活

用を図ること。 

 

 

第２章 各教科 

 

第１節 国語 

第２ 各学年の目標及び内容 

〔第２学年〕 

２ 内容 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

⑵ ⑴に示す事項については，例えば，次のような言語活動を通して指導するものとす

る。 
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ア 報告や解説などの文章を読み，理解したことや考えたことを説明したり文章にま

とめたりする活動。 

イ 詩歌や小説などを読み，引用して解説したり，考えたことなどを伝え合ったりす

る活動。 

ウ 本や新聞，インターネットなどから集めた情報を活用し，出典を明らかにしなが

ら，考えたことなどを説明したり提案したりする活動。 

〔第３学年〕 

２ 内容 

 〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

⑵ ⑴に示す事項については，例えば，次のような言語活動を通して指導するものとす

る。 

ア 論説や報道などの文章を比較するなどして読み，理解したことや考えたことにつ

いて討論したり文章にまとめたりする活動。 

イ 詩歌や小説などを読み，批評したり，考えたことなどを伝え合ったりする活動。 

ウ 実用的な文章を読み，実生活への生かし方を考える活動。 

 

第２節 社会 

第３ 指導計画の作成と内容の取扱い 

２ 第２の内容の取扱いについては，次の事項に配慮するものとする。 

⑴ 社会的な見方・考え方を働かせることをより一層重視する観点に立って，社会的事

象の意味や意義，事象の特色や事象間の関連，社会に見られる課題などについて，考

察したことや選択・判断したことを論理的に説明したり，立場や根拠を明確にして議

論したりするなどの言語活動に関わる学習を一層重視すること。 

⑵ 情報の収集，処理や発表などに当たっては，学校図書館や地域の公共施設などを活

用するとともに，コンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手段を積極的に活

用し，指導に生かすことで，生徒が主体的に調べ分かろうとして学習に取り組めるよ

うにすること。その際，課題の追究や解決の見通しをもって生徒が主体的に情報手段

を活用できるようにするとともに，情報モラルの指導にも留意すること。 

⑶ 調査や諸資料から，社会的事象に関する様々な情報を効果的に収集し，読み取り，

まとめる技能を身に付ける学習活動を重視するとともに，作業的で具体的な体験を伴

う学習の充実を図るようにすること。その際，地図や年表を読んだり作成したり，現

代社会の諸課題を捉え，多面的・多角的に考察，構想するに当たっては，関連する新

聞，読み物，統計その他の資料に平素から親しみ適切に活用したり，観察や調査など

の過程と結果を整理し報告書にまとめ，発表したりするなどの活動を取り入れるよう

にすること。 
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⑷ 社会的事象については，生徒の考えが深まるよう様々な見解を提示するよう配慮

し，多様な見解のある事柄，未確定な事柄を取り上げる場合には，有益適切な教材に

基づいて指導するとともに，特定の事柄を強調し過ぎたり，一面的な見解を十分な配

慮なく取り上げたりするなどの偏った取扱いにより，生徒が多面的・多角的に考察し

たり，事実を客観的に捉え，公正に判断したりすることを妨げることのないよう留意

すること。 

 

第９節 外国語 

第２ 各言語の目標及び内容 

英語 

２ 内容 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

⑶ 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① 言語活動に関する事項 

⑵に示す事項については，⑴に示す事項を活用して，例えば，次のような言語活動

を通して指導する。 

ウ 読むこと 

(ｱ) 書かれた内容や文章の構成を考えながら黙読したり，その内容を表現するよ

う音読したりする活動。 

(ｲ) 日常的な話題について，簡単な表現が用いられている広告やパンフレット，

予定表，手紙，電子メール，短い文章などから，自分が必要とする情報を読み

取る活動。 

(ｳ) 簡単な語句や文で書かれた日常的な話題に関する短い説明やエッセイ，物語

などを読んで概要を把握する活動。 

(ｴ) 簡単な語句や文で書かれた社会的な話題に関する説明などを読んで，イラス

トや写真，図表なども参考にしながら，要点を把握する活動。また，その内容

に対する賛否や自分の考えを述べる活動。 

 

 

以  上 


